
令和３年度きのくにコミュニティスクールの推進に係る研修会（和歌山市会場）開催要項 

 

１ テーマ 「コミュニティ・スクールから始まる学校づくり、地域づくり、人づくり」 

         〜地域の子供は、地域で育てる〜 

 

２ 趣 旨 学校や地域の子供たちに関わる様々な立場の参加者が、「ふるさとの未来を託せる子供を育て

る」という目標に向かって、和歌山県ＣＳマイスター等の講話や交流を通して、効果的なコ

ミュニティ・スクールの運営方法を学ぶ。 

 

３ 主 催 和歌山県教育委員会 

 

４ 日 時 令和３年１１月２９日（月） １３時３０分〜１６時３０分（１３：００受付） 

 

５ 会 場 和歌山市北コミュニティセンター 

       和歌山市直川 326 番地の 7 TEL 073-464-3031 

 

６ 参加対象 教職員、学校運営協議会委員、共育コミュニティ関係者、公民館職員、家庭教育支援員、 

ＰＴＡ関係者、教育委員会職員、学校図書館ボランティア、読み聞かせボランティア、  

       総合型地域スポーツクラブ関係者 等 

 

７ 日 程 

 （１）開    会（13:30〜13:40）主催者挨拶 和歌山県教育委員会 

（２）実践発表（13:40〜14:20） 

   「地域とともにある学校をめざして～小規模特認校の導入～」 

     和歌山市立加太中学校 校長 神﨑 信彦 氏 

   「社会教育指導員によってつながれた学校と地域」 

     紀の川市立田中小学校 校長 宮本 美保 氏 

（３）基本事項の説明（14:20～14:30） 

（４）ラウンド１（14:40～15:20） 

   ブースＡ 伊藤   松枝 氏「学校は未来のコミュニティ～私失敗しますけど、それが何か？～」 

   ブースＢ 上田 さとみ 氏「家庭・学校によりそう家庭教育支援」 

   ブースＣ 上羽     寛 氏「大きな可能性を秘めた子供・若者を地域と共に育てる 」 

   ブースＤ 岡本   公博 氏「『共育コミュニティのこれまで』と『これからのＣＳ』」 

   相談ブース 

（５）ラウンド２（15:30～16:10）  

    ブースＡ 大浦  俊一 氏「地域の活性化は子供と共に」 

ブースＢ 大谷 裕美子 氏「コミュニティ・スクール こんなこともできるよ 実践例が満載」 

ブースＣ 下田 喜久恵 氏「それぞれの実情に応じた『学校運営協議会の活性化』」 

ブースＤ 森   博司 氏「共育コミュニティからコミュニティ・スクールへ」 

相談ブース 

（６）講  評（16:15〜16:30）きのくにコミュニティスクール推進協議会 会長 藤田 直子 氏 

 

８ 参加申し込み、問い合わせ 

別紙様式により、令和３年１１月２２日(月)までに FAX またはメールにて送信ください。 

【担当】(県)生涯学習課地域教育班 木下 TEL:073-441-3725 FAX : 073-441-3724  

                    E-Mail:kinoshita_h0023@pref.wakayama.lg.jp 



＜ラウンド１＞　１４：４０～１５：２０

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
伊藤　松枝 ３：７ ◆学校は未来のコミュニティ～私失敗しますけど、それが何か？～

運・働／
読書／
那智勝浦町

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
上田　さとみ ２：８ ◆家庭・学校によりそう家庭教育支援

行・運・働／
家庭教育／
湯浅町

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
上羽　寛 ３：７ ◆大きな可能性を秘めた子供・若者を地域と共に育てる

運・働／
公民館活動／
上富田町

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
岡本　公博 ３：７ ◆「共育コミュニティのこれまで」と「これからのＣＳ」

学・行・運・働・コ／
共育コミュニティ／
紀の川市

学：学校
行：行政
運：学校運営協議会委員
働：地域学校協働本部
コ：コーディネーター

相談
ブース

大浦　俊一（学・運・働／公民館活動／かつらぎ町）
大谷　裕美子（運・働・コ／コーディネーター／河内長野市）
下田　喜久恵（学・行／CS推進員／有田市）
森　博司（学・行・運・コ／統括コーディネーター／串本町）
宮本　美保（紀の川市立田中小学校　校長）

0歳から18歳までの子供たちをド真ん中に、大人も輝くみんなの幸せ
（well-being）を一緒につぶやきませんか。学校運営協議会を楽しく。

A

～地域で見守り〝いつでも・どこでも・いつまでも〞～

～くちくまの・かみとんだの大家族～

～コーディネーターの存在が大きな鍵～

Ｂ

Ｃ

Ｄ



＜ラウンド２＞　１５：３０～１６：１０

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
大浦　俊一 ２：８ ◆地域の活性化は子供と共に

学・運・働／
公民館活動／
かつらぎ町

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
大谷　裕美子 ７：３ ◆コミュニティ・スクール　こんなこともできるよ　実践例が満載

運・働・コ／
コーディネーター／
河内長野市

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
下田　喜久恵 ７：３ ◆ それぞれの実情に応じた「学校運営協議会の活性化」

学・行／
CS推進員／
有田市

ブースNo. 講師名 コミスク：協働活動 テーマ
森　博司 ５：５ ◆共育コミュニティからコミュニティ・スクールへ

学・行・運・コ／
統括コーディネーター／
串本町

学：学校
行：行政
運：学校運営協議会委員
働：地域学校協働本部
コ：コーディネーター

A
子供は地域の宝！　地域ぐるみで子供たちを育てる

Ｂ
ＣＳはみんなちがってみんないい！！～しかけ・きっかけ・こえかけ～

Ｃ
コミュニティ・スクールを前進させるために必要なこと

Ｄ
CSは人づくり！！　　学校＝地域

相談
ブース

伊藤　松枝（運・働／読書／那智勝浦町）
上田　さとみ（行・運・働／家庭教育／湯浅町）
上羽　寛（運・働／公民館活動／上富田町）
岡本　公博（学・行・運・働・コ／共育コミュニティ／紀の川市）
神﨑　信彦（和歌山市立加太中学校　校長）


